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福島第一原発事故で汚染された地域を通る国道 6 号線にて道路表面の放射性セシウム沈着量を 2015 年 4 月

から 3 年間測定した結果より、沈着量が物理減衰よりも速い速度で減衰している事が分かった。 
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1. 緒言 

原発事故被災地の効率的な除染等に資することを目的として

指向性がある自動車走行サーベイシステム ASURA（アシュラ）

を開発し、被災地での調査を実施してきた。本発表では、ASURA

で測定した放射性セシウム沈着量の経時変化について報告する。 

2. ASURA について 

ASURA は、測定方向以外を厚い鉛遮蔽で囲う事で一方向のみ

に感度を持たせた 6 台の CsI 検出器（自動車の進行方向に対し

て前後左右上下の 6 方向に向けて設置）で構成され、各方向の

計数率（散乱線排除のためエネルギー弁別し、車体による遮蔽

を各方向別に定めた補正係数で補正した値）から、それぞれの

検出器が向けられた方向にある汚染からの寄与を分けて検出で

きる。6 台の内の下向き検出器は周囲の汚染からの影響を受けず

に自動車の真下の狭い領域（2m×2m 程度）からのガンマ線のみ

を検出できるので、シミュレーションで求めた検出効率を用い

て道路表面の放射性セシウム沈着量（Bq/cm2）を算出できる。 

3. 結果・考察 

2015年と 2018年に国道 6号線で測定した線量率及び沈着量を

図１に示す。沈着量が道路舗装の区切りで急激に変化する事は

すでに報告済みであるが、2015 年からの 3 年間でその位置に変

化が無い事から通行による道路表面汚染の広がりが無い事が分

かる。高沈着量地点 A と B の沈着量経時変化を図２に示す。2017

年春の年会（約 1 年半のデータの解析結果）では沈着量が物理減

衰と同程度で減衰すると結論付けたが、今回の結果（3 年間のデータ）では沈着量が物理減衰よりも明らか

に速い速度で減衰している事が分かる。物理減衰よりも早い速度で減衰した理由は、放射性セシウムが道

路表面からより深い位置に移動したか、または道路の周囲に移動したためと考えられる。 
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図１．2015 年と 2018 年に国道 6
号線で測定した沈着量と線量率 

図２．2015 年から 2018 年の高沈

着量地点 A と B の沈着量経時変化 
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